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駅 前 等 再 開 発 特 別 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２５年６月２４日（月）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１１時１５分　閉会　　　　　　　　　

１．場所

第二委員会室

１．出席委員
委 員 長
 藤浦雅彦 
 副委員長
 渡辺慎吾 
 委　　員
 大澤千恵子
委　　員
 上村高義 
 委　　員
 弘　　豊 
 委　　員
 森 西 　 正

　　委 
 
 長
 
三好義治 


１．欠席委員
なし



１．説明のため出席した者
副市長　小野吉孝

都市整備部長　吉田和生

同部次長兼都市計画課長　土井正治
都市計画課参事　嘉戸善胤　同課参事　品川明輝

１．出席した議会事務局職員
事務局局次長　藤井智哉　　　同局主査　田村信也

１．案件
阪急京都線連続立体交差事業について
吹田操車場跡地まちづくりについて
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（午前１０時　開会）

○藤浦雅彦委員長　おはようございます。

　ただいまから駅前等再開発特別委員会

を開会します。

　まず、理事者から挨拶を受けます。

　小野副市長。

○小野副市長　おはようございます。

　駅前等再開発特別委員会を開催いただ

きましてありがとうございます。

　きょうの案件につきましては、資料の

とおり、まず、阪急京都線連続立体交差

事業、次に吹田操車場跡地のまちづくり

について、協定書を締結できました。

　その２点につきまして、担当のほうか

ら説明をさせますので、よろしくお願い

します。

○藤浦雅彦委員長　挨拶が終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、弘委員

を指名します。

　それでは、本日の案件について、説明

をお願いします。

　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　おはようございま

す。

　本日は、駅前等再開発特別委員会を開

催いただきまして、本当にありがとうご

ざいます。

　本日、報告させていただく案件は、２

案件で、１件目は、阪急京都線連続立体

交差事業のスケジュール、及び、地元説

明会の開催についてであります。

　また、もう１案件は、吹田操車場跡地

まちづくりについてでございます。

　まず、１案件目は、今回、急な本委員

会の開催をお願いいたしましたのは、前

回、６月１０日の本特別委員会の後、連

続立体交差事業の事業者であります大阪

府から、国費の内示があり、本年度の事

業に着手できる旨の連絡がございました。

　本年度の事業でありますが、測量、土

質調査などに着手するに当たり、まず、

地元説明会を開催し、地元の理解を得て

まいりたいというふうに考えております。

　そのため、本年度事業の工程を考えま

すと、９月には、地元説明会を開催して

いく必要がございますので、本委員会へ

事前に今後のスケジュールについてご説

明をさせていただくものでございます。

　本日、急な開催となりましたが、ご理

解を賜りますよう、よろしくお願いを申

し上げます。

　次に、２案件目といたしまして、国立

循環器病研究センターが、吹田操車場跡

地へ移転することが、正式に決定いたし

ましたことに伴いまして、国立循環器病

研究センター、吹田市、本市、及び、Ｕ

Ｒ都市再生機構の４者にて、吹田操車場

跡地の移転整備に関する基本協定書を６

月１２日に締結しておりましたので、そ

の概要について、ご説明をさせていただ

きます。

　では、この後、２案件それぞれ、担当

参事よりご説明をさせていただきますの

で、どうぞよろしくお願いを申し上げま

す。

○藤浦雅彦委員長　嘉戸都市計画課参事。

○嘉戸都市計画課参事　それでは、配付

しております資料をもとに、ご説明させ

ていただきます。

　お手元に配付いたしております資料は、

平成２２年度から、事業着手までのスケ

ジュールでございます。

　平成２２年度までに、連続立体交差事

業の概略調査であります国費調査を終え

まして、その後、関係機関との協議、調

整をかさねてまいり、昨年度、本事業が、

大阪府の社会資本総合整備計画に位置づ

けされました。これによりまして、今後

は、事業着手に向けました着工準備期間

の段階となりまして、この期間内に実施
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測量などの調査業務や、設計業務を行い

ますとともに、地元説明会や、まちづく

りワークショップなどにより、地域のご

意見を賜りながら、本年度以降、３から

４年程度の期間をかけまして、都市計画

の案を作成いたしまして、都市計画の手

続を進めてまいります。

　このたび、国費補助が決定しましたこ

とから、今年度は、かねてよりご報告さ

せていただいておりましたとおり、大阪

府が実施いたします現地測量ですとか、

土質調査などの着工準備に合わせまして、

大阪府とともに、地元説明会を開催し、

また、本市といたしましても、周辺住民

の方々とのワークショップを開催してま

いります。

　スケジュール的には、９月には、測量

調査についての地元説明会を開催いたし

まして、その後、現地測量や土質調査と

並行しながらワークショップを開催して

まいりたいと考えております。

　地元説明会の内容などにつきましては、

今後、事業者であります大阪府と調整し

まいりますが、開催に際しましては、沿

線住民の方々を初め、広く市民の方にお

知らせした上で、今後、調査に着手して

いく旨をご説明したいと考えております。

　今後、日程などが決まり次第、委員の

皆様には、情報提供してまいりたいと考

えております。

　また、今後も沿線住民の方々を初めま

して、市民の方々への正確な情報提供に

努めまして、地域のご意見やご理解を賜

りながら、事業のほうを進めてまいりた

いというふうに考えております。

　以上で、私からの説明を終わりとさせ

ていただきます。

○藤浦雅彦委員長　説明が終わりました。

　この際、質問がありましたら、お受け

したいと思います。

　質問がある方、いらっしゃいますか。

　弘委員。

○弘豊委員　おはようございます。

　阪急連続立体交差事業にかかわって、

私のほうから１点、地元説明会のことに

ついて、お伺いしたいと思います。

　これまでにも、私ども、沿線住民の方

だけでなく、広く市民の意見を聞いてい

く、そういったことが大事ではないかと

いうふうに要望をさせていただいている

のですけれども、先ほども広く知ってい

ただくことが大事だというふうなことを

おっしゃられていました。

　そういった中で、この間、実は、日本

共産党の市議団でアンケート調査を、暮

らしのさまざまな問題について、４月、

５月と取り組んでいる中で、連続立体交

差事業について、なかなか知られていな

いかなというふうな記述がたくさん見受

けられるわけでございます。

　そんな中で、この今回、地元説明会を

行っていく、また、広く市民の方にも知っ

ていただかなければならないというよう

なことをおっしゃられたわけですけれど

も、どういった中身でやられていくのか、

少し具体的に詳しくお聞かせいただけた

らと思います。

○藤浦雅彦委員長　嘉戸参事。

○嘉戸都市計画課参事　ただいまの弘委

員のご質問について、お答えいたします。

　地元説明会について、広く市民の方の

意見を聞くべきではないかということか

と思います。

　今回の地元説明会のどういう内容なの

かということですけれども、今回、大阪

府のほうで実際に事業に入っていくとい

うことで、現地のほうに調査が入ってま

いります。具体的には、測量調査であり

ましたり、土質調査になるわけなのです

けれども、実際に、調査業者の方が現地
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に器械をもって歩いてという状況になる

わけですけれども、こういう調査が、今

後、連続立体交差事業関係で行われると

いうことを、事前にお知らせしておかな

ければ、何をやっているのだろうという

ことになりますので、将来、こういう連

続立体交差事業があるという中で、今、

こういう調査をするのですということを、

広く皆様にお知らせするということが一

つ、説明会でご説明させていただきたい

内容でございます。

　あと、ワークショップについても、基

本的には、ワークショップで何を検討し

ていくかということになりますけれども、

現在、鉄道によって分断されているまち

を、今度、鉄道が連続立体化されること

によって、どうなっていくか、地域の課

題、今、こういう課題があって、将来、

連続立体交差事業がきたことによって、

その課題をどうしていくのかといたよう

なことを、地域の方々と一緒に考えなが

ら、その解決法をさぐっていくというこ

とになると思うのですけども、基本的に

は、地域の課題という抽出というのが、

まず、第一段階だと考えておりまして、

そういう意味では、日ごろ、線路の音を

聞き、電車の姿を見ながら生活をされて

いる方に寄っていただいて、ご意見を賜

りながら、課題を抽出していくというの

が大事なのかなと考えております。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　今の御答弁を聞かせていた

だいて、広く知っていただくというよう

なことの中身が、実際、こういう事業が

だんだんやられていきますよと、調査の

中身はこういうことですよというような

ことでのお知らせですけれども、ある意

味、それは、市民方のそこから声を聞い

ていくというふうなことの中でのイメー

ジってなかなか持ちにくいのですけれど

も、そのワークショップの具体的なこと

についても、実際、やられてどういうふ

うなご意見が出るのかなというふうなこ

とも、今後、やってみないとわからない

部分もあるかもしれませんけれども、こ

れまで、私どもが聞いている中では、既

に、正雀駅側の正音寺踏切なんかは、立

体にならないということはお聞きしてい

るわけですけれども、市民の方は、なか

なかそういうこともご存じでないわけで、

例えば、この連続立体交差事業が実施さ

れていくと、正雀駅周辺も何かしらよく

なっていくような期待も持っている方も

いらっしゃいます。

　踏切の解消という面については、その

点に期待をされている方は、もちろんい

らっしゃるのですけれども、正雀駅周辺

は、ここは取りのこされるというふうな

ことに対して、強く不満を持たれている

方もいらっしゃるというふうに聞いてい

ます。

　そういった中では、なかなか知られて

いない部分、沿線の、以前お聞きした中

では、山田川から大正川の間の地域の方

に説明をしていくというようなことだっ

たと思うのですけれども、やっぱり、そ

れだけでは不十分だということを思って

いるわけで、そのあたり、工夫ができな

いのかなというふうなことを再度お聞き

しておきたいというふうに思います。

　また、連続立体交差化による踏切の解

消、そういう事業については、大事だと

いうふうにおっしゃられている方でも、

総事業費の関係で、余りにも大きいので

はないかというふうに思われる方、市の

財政負担で、暮らしのほうに何かしら影

響があるのではないかというふうな不安

を持たれている方も多く声が出されてお

ります。

　そういったことに対する何かしら返答
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というようなことも要るのではないかと

思うのですけれども、その点についても、

お知らせいただけたらなと思います。

○藤浦雅彦委員長　嘉戸参事。

○嘉戸都市計画課参事　ただいまの弘委

員のご質問について、お答えいたします。

　まず、一つ目、説明会、ワークショッ

プ、広く市民の方の意見をということで

という件だったと思うのですけれども、

まず、説明会につきましては、広く市民

の方に周知していくわけですけれども、

説明会につきましては、その沿線の住民

の方々だけではなく、例えば、広報紙を

使ったりという形で、広く市民の方に目

にとまる形でそういう説明会が開催され

るということを周知していきたいという

ふうに考えております。

　また、説明の内容につきましては、事

業者であります大阪府との今後、詳しい

協議になると思うのですけれども、おっ

しゃられていましたような、どういう事

業なのか、中身についても、若干、そう

皆様にお知らせする必要は出てくるので

はないかなというふうには考えておりま

す。

　もう一つのご質問、連続立体交差事業

について、総事業費が非常に大きな事業

だということで、その点についての市民

の方々の理解を得るようにということか

と思うのですけども、これにつきまして

も、今、公表されている事業費でいきま

すと、全体事業費で３７５億円、これは、

連続立体交差事業全体の事業費でござい

ますけれども、その分、何かしら市の負

担というのが出てくるわけですけども、

今の踏切があることによる交通渋滞とい

うのはもちろんのこと、踏切は安全な施

設では当然ございませんで、踏切の前に

たっておりますと、時速１００キロ以上

の車両が目の前を通過するという、非常

にそういう危険な施設でございます。

　安全、安心というのが叫ばれて、しば

らくたっておりますけれども、まちの中

に、そういう危険な箇所を何とかなくし

ていく、安全、安心に少しでも寄与して

いくという側面から、費用がかかる事業、

いきの長い事業ではありますけれども、

そういった安全、安心に資する事業であ

るということを丁寧にご説明していきな

がら、皆様のご理解を得てまいりたいと

いうふうに考えております。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　一つ目の広く市民の方に知っ

ていただくというようなことでの周知、

広報、啓発、いろいろと取り組まれるの

だろうというふうに思っているのですけ

ど、その際に、やはり沿線地域、山田川

から大正川の狭い範囲だけではなく、皆

さんの声をお伝えもしていくし、その中

で声を聞いていくこと、大いに取り組ん

でいただきたいというふうに思っていま

す。

　そういう声を聞いて、それが、また、

事業の中に出せるように、お願いしたい

というふうに思っております。

　それから、もう一つの事業費のことで、

少し挙げさせてもらったのは、やはり、

この安全を確保していくことについては、

必要だというようなことは、多くの方も

思っておられます、

　でもそれによって、大きな費用の点、

このことについて、一方で、これが不安

材料にもなっているというようなことで

あります。

　事業をしていく上での本当に費用負担

がこれだけ要るのかというふうなことも

思われてて、少しでもやっぱりこれを続

ける努力がされているのかというふうな

こともお聞きするわけであります。

　そうした意味で、これをしていく中で、
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市民の皆さんにかける負担を最小限にし

ていく、こういうことも実施していく中

で、考えていっていただけたらというふ

うに思います。

　また、先ほど言われましたように、い

きの長い事業ということで、さまざまな

意見が出てきたり、また、市民の皆様の

声を聞いたりあると思いますけれども、

そういったことも念頭に置いて進めてい

かれるように要望としておきます。

○藤浦雅彦委員長　ほかにありませんか。

　大澤委員。

○大澤千恵子委員　１点だけ、事業期間

の事業着手のところで、用地買収とある

のですけれども、この用地買収に関して

は、もう既に動き始めているのですか。

　それとも、これは計画決定が出てから、

用地買収にいくということなのですか。

　それと、用地買収について、大体おお

むねどういったところを買収するかとい

うことはこれからですか。それとも大枠

が出ているのか、そのあたりを教えてい

ただきたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　嘉戸参事。

○嘉戸都市計画課参事　ただいまの大澤

委員のご質問についてお答えいたします。

　まず、１つ目です。用地買収につきま

して、もう実際動いているのかというこ

とについてなのですけれども、現在、ま

だ具体的にどこを買っていくとか、そう

いう作業には入っておりません。

　段階といたしましては、スケジュール

表にもございますけども、着工準備期間

の中で都市計画の決定がなされるわけな

のですけれども、都市計画の決定がなさ

れた後、事業認可を国のほうからいただ

きます、その事業認可をいただいた後に、

その実際に用地を買収していく所のお金

も出てまいりますので、そういった作業

に入ってまいります。

　２つ目の質問にも関係してまいります

けども、どこまで用地がこの事業で必要

なのかというのがわかっているのかとい

うことについてですけども、そちらにつ

きましては、着工準備期間の間に、測量

ですとか土質調査、比較設計協議という

ふうにスケジュール表には書いてござい

ますけれども、このような詳細の調査を

したり、実際、鉄道を上げるにしまして

も、どういった工法で、仮に線路をふれ

るのかどうかというところを具体的に決

めていったり、あとは、高架構造物に沿

う形で側道ができる場合が多いのですけ

れども、その側道もどこに必要なのか、

どれだけの幅が必要なのかということを、

この着工準備期間の間に都市計画の素案

としてまとめてまいりまして、都市計画

を決定していくという段階になりますの

で、結果的には、この着工準備期間、都

市計画されて、初めてどこの線まで用地

をご協力いただかないといけないという

ラインが決まるということになります。

○藤浦雅彦委員長　ほかにございません

か。

　三好委員。

○三好義治委員　まだ、先の話なので、

ここであまり詰めることもないのですけ

れども、ただ、今説明いただいていると

きの着工準備期間の中での比較設計協議

という部分が非常に気になっておりまし

て、その比較設計というのが、どういっ

た意味合いをなしているのかというのが、

これは、連続立体交差事業は、ただ単に

阪急京都線の中の沿線で摂津市と茨木市

の区間だけではなしに、この関西という

大阪府下で相当な事業計画で、今、まだ

競争しているのです。

　その中で、比較設計をやっているこの

意味合い、そういう意味合いで捉えて質

問しているのですけど、これが１つと、
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それと、もう１つ、事業認可の前に着工

準備でいろんなことをやった上で、事業

認可がとれる、この段取りの流れ、この

時点でないと、認可がとれないのかとい

うやつが、我々が今日でも協議したいの

は、阪急京都線の連続立体交差化は、正

雀駅から南茨木駅までは、もう認可を取

れたかなという感覚でいてるのです。言

葉じりをとったらあかんのやけど、国か

ら承認をいただいて、こういう会議をもっ

ているのかなというふうに思っているの

で、そこをもう一度、整理をしてもらえ

ますか。

○藤浦雅彦委員長　嘉戸参事。

○嘉戸都市計画課参事　ただいまの三好

委員のご質問。まず、１つ目のご質問に

お答えいたします。

　比較設計協議とは、どういう意味なの

かということかと思うのですけれども、

こちらにつきましては、イメージを持た

れているほかの連続立体交差事業の箇所

と比較するという意味ではございません

で、今回の阪急京都線の連続立体交差事

業におきまして、これまで、国費調査に

おいて、概略の工事のやり方と言います

か、仮線方式でひとつずつずらしながら、

今、通っております線路の所に、将来的

に高架構造物がきますという概略の検討

をしてきたわけですけれども、今後は、

土質調査などの詳細な調査を加えた上で、

実際にどういう工法が取れるのか、Ａ案、

Ｂ案、Ｃ案と出てきて、どの案が実際、

実施していく上でベストなのかというと

ころを、検討していく作業が、比較設計

協議でありまして、こちらは、事業者で

あります大阪府と、国土交通省との協議

になってまいります。比較設計協議とい

う名前に一般的になっているのですけれ

ども、基本的には、これまでの概略設計

でやってきました国費調査をベースにし

まして、今後、詳細の調査をし、実際と

るべき工法を比較しながら決めていく作

業というふうに思います。

　あと、２つ目のご質問についてですけ

れども、事業認可につきまして、今の時

点で、国の認可といいますか、認めても

らっているのではないのかという、その

認めてもらっているということと、今の

スケジュール表でお示ししていている事

業認可とは、どう違うのかということか

と思うのですけれども、委員がおっしゃ

いますように、現在は既に連続立体交差

事業を進めていくということを国に認め

てもらっている状態でございます。

　昨年度で、社会資本総合整備計画に位

置づけされておりますけれども、これは、

大阪府が事業を進めるにあたって、国も

国費を出して補助するというお墨つきを

いただいた段階でございますので、そう

いう意味では、国には認めていただいて

いるといえます。

　一方、スケジュールにございます着工

準備期間の最後で事業認可を取得という

のは都市計画事業としての事業の認可と

いうことなのです。

　都市計画事業として行ってもいいです

よということが、この都市計画事業の認

可でございます。

　都市計画事業ですので、事業認可を認

めていただく前には、都市計画決定の必

要がございます。その都市計画の決定を

するための調査なり、設計なりの作業を、

今年度も含めて４、５年の期間をかけて

やっていくということでございます。

○藤浦雅彦委員長　そのほかありません

か。















（「なし」と呼ぶ者あり）

○藤浦雅彦委員長　それでは、この件に

つきましては、これぐらいにとどめまし

て、続きまして、吹田操車場跡地まちづ
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くりについて、説明をお願いいたします。

　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　では、２項目目

の吹田操車場跡地まちづくりについて、

配付しております資料をもとに、ご説明

させていただきます。

　お手元に配付いたしております資料は、

国立循環器病研究センターの吹田操車場

跡地への移転整備に関して、国立循環器

病研究センター、吹田市、本市、及び、

ＵＲ都市機構の４者にて締結した基本協

定書のコピーでございます。

　本協定書は、国立循環器病研究センター

移転箇所周辺のまちづくりについて、今

後、４者で協議しながら進めていくこと

を目的としており、本協定書において、

甲は国立循環器病研究センター、乙は吹

田市、丙は本市、丁はＵＲ、独立行政法

人都市再生機構と定めております。

　では、全体的な概要と、特に、本市に

かかわる条項について、簡単に御説明さ

せていただきます。

　まず、全体的な概要でございますが、

国立循環器病研究センターが吹田操車場

跡地へ移転することに際しての基本的な

事項を定めており、国立循環器病研究セ

ンターの移転用地箇所と面積や、譲渡契

約及び引き渡しの時期、周辺環境整備や

埋蔵文化財調査、及び、マクドナルドハ

ウス移転に関する吹田市の協力等につい

て定めております。

　続きまして、本市にかかわる条項につ

いてでございますが、本市の丙が記載さ

れている条項は、第２条、第７条、第８

条、第１３条でございまして、第２条と

第１３条につきましては、協定書には一

般的な条項であり、信義誠実の義務と協

定書に意義が生じた場合について定めて

おります。

　第７条は、環境整備としまして、吹田

市が移転用地の良好な環境を整えるため

に、本市やＵＲと協力して、緑化の推進

を図ることなどを定めております。

　第８条は、国際戦略総合特区指定区域

への編入等としまして、国立循環器病研

究センター、吹田市、本市、及び、ＵＲ

は、移転用地及び周辺地域を国際戦力総

合特区に編入するよう、関係機関と協議

することと、正雀下水処理場跡地等の利

活用について、仮称でございますが、吹

田操車場跡地街区機能調整会議を設置し、

４者で協議していくことと定めておりま

す。

　この第８条で定めております国際戦略

総合特区について、簡単に概要を説明さ

せていただきます。

　国際戦略総合特区制度は、平成２３年

６月に成立した総合特別区域法に基づき、

創設された制度でありまして、国際競争

力のある産業の育成を目的としておりま

す。

　近畿圏では、大阪府、京都府、兵庫県

の３府県と、大阪市、京都市、神戸市の

３政令市が共同で取り組んでいる関西イ

ノベーション特区が、平成２３年１２月

に指定されており、この中の北大阪地区

として、彩都や大阪大学、現在の国立循

環器病研究センターの区域などが指定さ

れております。

　特区に指定された場合は、法人税など

の優遇措置や、規制緩和などの対象とな

り、制度を活用する事業者は、大きなメ

リットを享受できることとなります。

　企業が進出する際の規模や面積要件等

に関する制限は、この制度上では、特に

設けられていないようでございますが、

税の軽減措置等を受けるためには、例え

ば、ライフサイエンス分野等の対象事業

において、事業計画認定等の手続が必要

となります。
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　ただ、まだ、制度自体が新しいことも

あり、国のほうでも近々支援策等の指定

を予定しているなど、まだ、流動的な部

分もあり、今後、状況を見ながら関係者

で協議を進めていくことになります。

　以上で、協定書についての説明を終わ

らせていただきます。

○藤浦雅彦委員長　説明が終わりました。

　この際、質問がありましたらお受けし

たいと思います。

　弘委員。

○弘豊委員　ここの協定書にかかわって

２点お聞きしたいというふうに思います。

　１つ目には、環境整備にかかわる情報

の部分です。本移転用地の周辺区域の緑

化の推進を図るというふうなことを、吹

田市と摂津市、協力してというふうに書

かれているのですけども、具体的に、こ

の協定を結ぶに当たって、何かしら摂津

市がこの区域の緑化のことでどういう協

力をしていくのかみたいなことが話し合

われているのか、お聞きしたいと思いま

す。

　もう１点、第８条のところで、国際戦

略総合特区指定区域への編入等というよ

うなことを、今、ご説明いただきました

けれども、これも、確認のため、少し具

体的に、正雀下水処理場跡地や、７街区

の活用について、従来の計画と言います

か、予想というか、想定等、変わってく

るのかなというふうに考えたのですけれ

ども、そのあたり、具体的な利活用の部

分でどうなっていくのか、この調整会議

を開いてからでしか進めていくところに

ついては、明らかになってこないのかな

というふうにも思ったりはしたのですけ

れども、今、わかる範囲でお答えいただ

けたらと思います。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの弘委

員のご質問にお答えいたします。

　まず、１点目の第７条に定めておりま

す環境整備につきましてでございます。

　こちらの条項は、吹田市が、いろいろ

な各関係者と協議をして、環境整備を整

えていくという条項の中に、丙でありま

す本市が入っておりまして、吹田市が環

境整備を行う中で、本市と協力して緑化

の推進を図ることというような位置づけ

にされております。

　これにつきましては、まず、吹田市が、

国立循環器病研究センターを誘致するに

当たりまして、吹田操車場跡地自体が、

緑が少ないのではないかというような意

見があったというようなことも含めてこ

のような条項が定められている経過があ

ります。

　本市の協力についてですが、ここで言

われておりますのは、国立循環器病研究

センターの移転箇所が、本市とすぐ隣接

している所になっておりますので、すぐ

近くにあり、現在つくることが決まって

おります緑の遊歩道でありますとか、本

市でやっております仮称でありますけれ

ども、千里丘公園の都市計画公園整備と

いうような、緑を実際にもうつくっていっ

ていることも含めて、本市としても協力

していますよということになっておりま

す。

　この条項を入れることによりまして、

改めて追加で何かをするというわけでは

ございません。

　２点目の第８条であります今後の土地

利用についてでございますが、６月１２

日に協定を締結することができまして、

今後、国立循環器病研究センターも含め

て、どのような土地活用をしていくのか

という協議に入っていくことになってご

ざいます。

　まだ、国立循環器病研究センターのほ
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うから具体的に、どのような土地利用を

したいのかという提示が、一切出てきて

いない状況でございますので、今後、こ

の街区機能調整会議の中で、国立循環器

病研究センターの意向も踏まえていろい

ろ協議をしていくことになっております。

○藤浦雅彦委員長　弘委員。

○弘豊委員　わかりました。

　１点目環境整備の分については、気に

なったのが、今年から、吹田貨物ターミ

ナル駅の開業をしていて、その中での緑

化の整備というのは、やはり、遅れてい

るというふうなことで認識しているので

すけれども、そういったこともあって、

今回、改めてここに環境整備が入ってい

るのが何かしらこの緑化をさらに、今、

現状やっている以上に、何かしら協力し

ていくようなことがあるのかなというふ

うなことで聞かせていただいたわけなの

ですけれども、それはないというような

ことでありますから、しっかりと良好な

環境を整えていくというふうなことで、

摂津市は摂津市として、進めていってい

ただきたいというふうに要望としておき

ます。

　それから、正雀下水処理場跡地、及び、

７街区の活用についてというようなこと

で、まだまだ具体的には、これからとい

うことをお聞きしましたけれども、周辺、

千里丘の４丁目、７丁目と、やっぱり、

今後、どうなっていくのかなというよう

なことを、まだ、決まっていない街区の

活用とかというようなことでは関心事と

してよく耳にします。

　そういったことで、これまでは住宅地

が建つのかなというようなことで、一戸

建てなのか、マンションみたいなそうい

う感じになるのか、はたまた高層マンショ

ンが建つのではないかみたいなそんなこ

とを気にされている方いらっしゃいます。

　そのあたりは、きちんとやっぱり決まっ

た情報をお伝えしていけるようにしてい

きたいというふうに思っていますし、今

回の国際戦略総合特区指定区域というよ

うなことで、事業所ですか、そういった

ものの進出というふうなことが、この流

れでいったら中心になってくるのかなと

いうふうにも、先ほどの説明の中では聞

いているわけですけれども、そういった

ことについても、やはり、市民の皆さん

にこういうふうになりますよというふう

な知らせていくことというようなこと大

事かなというふうに思っております。

　まだまだ、調整会議も開かれていなく

て決まっていないことで知らせるという

ふうにはならないかもしれませんけれど

も、周辺市民の方のご意見も聞いていく

というようなことで、これのことについ

ても申し上げておいて、私からは、以上

とさせていただきます。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの２点

目の正雀下水処理場と７街区の利活用に

ついて、市民の方々へも情報提供という

ことに関してでございますが、現状、こ

のような協定を結んだ中で、国際戦略総

合特区への編入に向けても、まず、本当

に編入できるのかということも含めて、

今後、協議をしていくということになり

ます。

　国立循環器病研究センターの移転は平

成３０年度目標と、国立循環器病研究セ

ンターの公表資料に出ております。

　そういったことに向けて、今、まさに

市民の方々に情報提供できる情報が、こ

れ以上何もないというのが現状でござい

ます。

　また、市民の方々へは、いつも年度当

初には、工事関係の説明会でありますと

か、また、その工程が変わったときに対
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しても説明会等を行っておりますので、

そういった中で決まり次第、情報提供は

できるかなと思っておりますので、活用

していきたいと考えております。

○藤浦雅彦委員長　そのほかございます

か。

　三好委員。

○三好義治委員　今、基本協定書の話を

しているのですけど、それよりももうちょっ

とさかのぼって、箕面市と吹田操車場跡

地で、これまでずっと協議をしておられ

ました。

　決算審査の委員会でも質疑をしたけれ

ども、改めて聞くのが今日初めてという

記憶なのです。吹田操車場跡地に、国立

循環器病研究センターがくるというのは、

いつ、どこで決定しているのですか。

　その誓約書というのは、もうもらって

いるのですか。

　まず、そこからひもといて、まずは、

説明いただきたいなというふうに思いま

す。

　だから、先ほどの説明でいけば、６月

に、要は国のほうが、もう確定してくれ

て、国立循環器病研究センターの理事会、

が決定して、そして、摂津市に対して、

その書類はいただいているのですか。

　こういう流れを、まず、説明をいただ

いて、この協定書の質問に入りたいとい

うふうに思います。

○藤浦雅彦委員長　暫時休憩します。

（午前１０時４２分　休憩）

（午前１０時４３分　再開）

○藤浦雅彦委員長　再開します。

　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの国立

循環器病研究センターの吹田操車場跡地

の移転にかかわる経過について、ご説明

させていただきます。

　もともと、国立循環器病研究センター

が移転を検討するのに当たりまして、ま

ず、移転候補地がどこかないかというこ

とを、北摂各市に希望調査をしており、

最終的に吹田市と箕面市が残っていたと

いうのが現状でございます。

　こういった中で、新聞等で知った情報

もございますが、６月４日に国立循環器

病研究センターの理事会が行われまして、

その理事会の中で、吹田操車場跡地への

移転を決定されたと新聞報道では出てお

ります。

　その後、国立循環器病研究センターか

ら正式に箕面市へは断りの通知、吹田市

へは移転しますという通知が、６月１１

日付で正式文書が出ております。

　吹田市が、国立循環器病研究センター

に対して誘致をしておりましたので、国

立循環器病研究センターからは、吹田市

へ正式決定の通知をしているということ

になっております。

　その文書が出たことに伴いまして、今

回、移転する予定地というのは、土地区

画整理事業場の保留地でございますので、

この保留地を売ることに関しましては、

本市と吹田市にＵＲが協議を行うという

ことになってございます。

　国立循環器病研究センターからは、Ｕ

Ｒに対しても土地を売ってくださいとい

う文書が６月１１日付で出ておりますの

で、それに伴いまして、ＵＲからは、本

市に対して保留地譲渡について協議がな

されております。

　このような協議を経まして、６月１２

日付で基本協定書を締結したという流れ

できております。

　この基本協定書の中に、国立循環器病

研究センターが吹田操車場跡地の位置で

ありますとか、面積約３万１，０００平

米の街区を購入しますとか、平成２５年

度中に譲渡契約を締結し、また引き渡し
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等を受けるというようなことを、協定書

に明記しておりますので、国立循環器病

研究センターが吹田操車場跡地へ来るこ

とは、そういった面で、もう決定をして

いるという状況になっております。

○藤浦雅彦委員長　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　ご指摘のとおり、

今日までのスケジュールは、非常に重た

い話かなと思っております。

　細かい文書のやり取りというのは、今、

参事から説明ありましたけれども、先ほ

どご意見があった箕面市と吹田市に対し

て、どういうようなアプローチの仕方を

したのかということについて我々が聞い

ている情報としましては、どういう判断

を国立循環器病研究センターがされたか

ということにつきましては、やはり、当

初は委員会におきましては、移転委員会、

国立循環器病研究センターが設けました

委員会においては箕面市だということが

報道でも出ていました。数的に多かった

と。

　その中で、国立循環器病研究センター

といたしましては、本当に箕面市にいけ

るのだろうかというような検証をされて

おります。

　その検証の結果におきましては、最初、

箕面市が国立循環器病研究センターに対

してプレゼンをされたときの形から、そ

の後、２回ほど形態が変わっております。

若干、形が悪くなっていて、非常に使い

にくくなったというご判断されたという

のが１点。

　もう１点につきましては、価格的な問

題と、更地化できる時期、国立循環器病

研究センターが移転に対して限られた予

算もございますので、そのあたりを総合

的にご判断され、その結果を基に、先ほ

ど答弁ございましたように、６月４日に

最終委員会で決されたと、それをもって

吹田市は、正式に要望を出しており、来

てくださいという要請をかけております

ので、それに対する答えを返されたと。

　もう一つは、先ほど説明がありました

箕面市も手を挙げられた。その結果、箕

面市もプレゼンをされておりますので、

こういう評価の結果をもって、そっちに

移転するのは困難であるというお答えを

返された。その後、我々のほうと、吹田

市のほうと最終協議をして、そしたら、

１２日、事業者でＵＲも入れて、今後の

協力体制を整えるために、先ほど、ご説

明申し上げました基本協定を締結しよう

ということでございます。

　今後、当然ながら、国立循環器病研究

センターが岸辺駅前へいくと。来るのは

いいのですが、そしたら、評価的に土地

を売却しますので、そういう話の今後流

れになってこようかと思います。

　経緯といたしましては、そういうよう

な評価の結果を基に国立循環器病研究セ

ンターの理事会で決定された結果をもっ

て、要請のある所に答えを返されたとい

う、今日までの経緯でございます。

　あと、土地に対しましては、当然、鑑

定評価による評価によって、正当な価格

によって売却をしていくという形で、区

画整理事業の保留地処分という形になっ

てこようかというふうに思います。

○藤浦雅彦委員長　三好委員。

○三好義治委員　ようやく吹田操車場跡

地に国立循環器病研究センターが決定し

たということで、多分、これでぶれない

と思います。

　これで、吹田操車場跡地の摂津市が持っ

ているこの土地の利用については、要は、

国立循環器病研究センターが入ってくる

ということで、クラスターという医療産

業都市に変わってくると思うのです。

　そのときに、今、手元に資料いただい
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ている分の計画街路が、摂津市に入って

くる、これがＵＲの土地ですね。以前に

持っているという分は。摂津市は、要は

今度の防災公園のほうに、要は、千里丘

方面ですよね。だから、ここらは、もと

もと居住ゾーンとして、都市計画決定を

これまで組んできました。

　だから、今回、これが国立循環器病研

究センターが決定したとなれば、そこの

都市計画決定は、今度、変更しなければ

ならないのです。

　だから、それは、居住ゾーンのままで、

そのままでいいのですか。

　そういった部分、改めて確認をしてお

きたいというふうに思うのです。

　そういうスケジュールの中で、以前は、

国立循環器病研究センターが決定したら、

整備をしてから３年後に建設されるとい

う話も聞いていました。

　今の話でいきますと、平成３０年とい

うことを聞きまして、５年かかるという

話になっているのです。

　この辺は、どういうスケジュールなの

でしょうか、だから、今回、国立循環器

病研究センターが吹田市にきました。国

立循環器病研究センターとして、国に対

して事業認可をとって、いつから今度工

事着工に入って、最終いつぐらいになる

のかというのが、今、わからなくっても、

そういった協議は、いつから始まるのか

ということと、この今言っている都市計

画決定は、変更しなくてもいいのかとい

う部分。

　吹田市と摂津市が持っている土地のど

真中にＵＲが持っているので、ＵＲの動

向次第によっては、我々としては、国立

循環器病研究センターがきて、諸手を挙

げてわかりましたということになりかね

ないので、ＵＲとも協定を結んでおかな

いとあかん。ここらは、もう一度、改め

て説明お願いできますか。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの三好

委員のご質問にお答えいたします。

　まず、国立循環器病研究センターのス

ケジュールについては公表されているも

のから、先に説明をさせていただきます。

国立循環器病研究センターが移転を決定

した中で、今年度から基本設計を始めま

して、平成２７年度中に設計を終え、平

成２８年度、平成２９年度で建築工事を

行いまして、平成３０年度に移転、開棟

をするというスケジュールが国立循環器

病研究センターから示されております。

　それに関連しまして、本市が所有して

いる土地等、本市のまちづくりにつきま

してでございますが、まず、正雀下水処

理場とここの図面でも示しております７

街区につきましては、本市で定めており

ます基本計画の中で、都市型居住ゾーン

と定めております。

　また、７街区につきましては、都市計

画上の用途地域においても住居系として

定めている上で、地区計画も定めており

ます。

　こういった中で、国立循環器病研究セ

ンターが移転してきたということに関連

して、今後、本当に国立循環器病研究セ

ンターが、その周辺にどういった施設を

希望されていくのかということを協議を

行いながらということになってくると思

います。

　特に７街区につきましては、国立循環

器病研究センターも職員でありますとか、

そういった方々の官舎が必要であるとい

うようなこと等の話も聞いておりますの

で、官舎ということであれば住居系のま

までも、協力ができるのではないかと考

えております。

　現在、この７街区につきましては、本
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市と、先ほども三好委員からご指摘があ

りましたとおり、ＵＲ、それと、ＪＲ貨

物との三者で７街区の土地を持っている

状況になっておりまして、ここにつきま

しては、相互に協力してまちづくりを進

めていこうという確認書を、過去に締結

しております。

　そのようなことも踏まえて、我々とし

てのまちづくりとしてどのような協力を

していけるのかということを協議しなが

ら、今後、定めていくというように考え

ております。

○藤浦雅彦委員長　吉田都市整備部長。

○吉田都市整備部長　今のご指摘のとお

り、特に７街区と、正雀下水処理場の土

地でございますけども、これにつきまし

ては、現在、７街区につきまして、先ほ

ど説明がありましたように、権利者であ

るＵＲ，摂津市、そして、ＪＲ貨物の三

者で、以前の委員会でもご指摘いただい

たように、やはり、協働という言葉で連

携し、そういうふうな協定を結ぶべきだ

ろうというご指摘をいただいて、その後、

すぐに協定を結んでおります。

　それは何かというのは、個別個々で対

応しないで、将来あるべきまちづくりに

資するような形で連携をとって、一緒に

行動をとろうということで、協定を結ん

でおりまして、７街区につきましては、

我々とすれば、現在、用途地域的には、

住居系になっておりますので、都市型居

住に資するような運用されるところに売

却していくというのが考え方でございま

す。

　ただ、正雀下水処理場跡地、この件に

つきましては、吹田市がプレゼンしてい

る内容でございますけれども、国の施設

は通常、我々聞いているお話でございま

すけど、３５年ぐらいの経過をたつと、

建てかえる責務が出てくる。

　そういうような内容を踏まえると、当

然、現地、この場で建てかえはできませ

んので、リザーブ用地として、将来、建

てかえると。そのときには、近くにある

ほうが最高であると、評価的には。とい

うことで、今回の吹田市に決まったとい

う一つのツールもございます。

　その中で、正雀下水処理場跡地に関し

ましては、民間に売却をしてしまうと、

今度は、そこへ移れないということでご

ざいますので、当然、借地借家法から言

いますと、定期借地の形。売却はしない

けれども、例えば、３０年後には、この

土地が更地化されて返ってくるという制

度を活用して、将来のリザーブ用地して、

顕在化していくという流れになってこよ

うかと思います。

　となりますと、今度は、今、正雀下水

処理場につきましては、準工業地域、用

途地域的な準工業地域のままでございま

すので、先ほど、委員ご指摘のとおり、

今後の協議でございますけれども、４者

で協議をしていって、この協定に基づく

内容に沿う形で協議を進め、そして、国

立循環器病研究センターが何を望んでい

るのか、逆に、摂津市として受け入れら

れるのか、そういうふうな内容を一つ一

つ精査しながら、やっぱり市民にとって

利のある形、そして、将来が展望できる

ような形に、４者協議の中でまとめてま

いりたいというふうに考えております。

○藤浦雅彦委員長　三好委員。

○三好義治委員　国立循環器病研究セン

ターが来るということが、まだ、協定書

は結ばれていないということも確認でき

たのですけど、用地買収が始まって、初

めて、国立循環器病研究センターが来る

ことが確定するという認識にたっている

のですけど、その分でいけば、定期借地

云々ということであれば、そこをきっち
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りといつの時期にするのかということを

見定めて、我々にもう報告いただきたい

というふうに思います。

　もう一方では、その中で、今、あった

ように、今の都市計画決定は、居住ゾー

ンになっているのです。その部分で、今、

ご提示いただいている基本協定書の中で、

国際戦略総合特区の指定区域への編入と

なれば、摂津市とＵＲと、今、持ってい

る土地、このあたりは、居住ゾーンとか、

国立循環器病研究センターの希望によっ

て、官舎に変更とか、医療産業系がくる

とか、これまでいっぱいあったのだけれ

ども、これが該当するのかどうか、摂津

市の固定資産税を含めて、これからの法

人市民税等に相当影響してくるのです。

　先ほど言ったように、国際戦略総合特

区になると、これは、もう減免処置をと

られるのだったら、だから、ここをどう

見定めていくかというのは、今から議論

しておかないと、さあ来ましたよかった

ですね、病院来ました法人税入りません。

それが、居住ゾーンで来るのか、産業ゾー

ンでくるのか、国際戦略総合特区になる

と、居住ゾーンでも認可できるのでしょ

うか。多分、吹田市は、間違いなしにこ

こで国際戦略総合特区の指定は受けると

思うのです。摂津市域はどうなるのです

か。

　この協定書は、摂津市と国立循環器病

研究センターが結んでいるだけと違うか

ら、国立循環器病研究センターと吹田市

と摂津市が結んでいるから、我々は国際

戦略総合特区になったから、喜ばしいな

というだけでは、まだ、安心できないの

ですよ。

　だから、そこら、今、わかる範囲でい

いですから、教えてもらえますか。

○藤浦雅彦委員長　吉田部長。

○吉田都市整備部長　先ほど説明があり

ましたように、今、特区の指定に関して

は、国もまだ制度が新しいですから、非

常に流動的に動いています。これは、現

実の話でございまして、明確に出されて

はいないのですが、ただ、先ほど委員ご

指摘のように法人市民税とか、いろんな

ものに影響するという減価償却も含めて

だと思いますけれども、ただ、基本的に

は、今の考え方としては、７街区の都市

型居住ゾーンに関しては、そのまま進め

ていきたいというふうには考えておりま

す。

　ただ、正雀下水処理場に関しましては、

特に、国際戦略総合特区の関係で、影響

を受けるかなというふうには思っていま

すが、ただ、影響の受け方がどんな内容

でうけるのか、これは、現実、今、見え

ませんので、先ほどご説明しましたよう

に、今後、４者、どういう内容になって

いくのか。

　国際戦略総合特区に関しましても、ど

ういう特区として位置づけて、出る場合

の企業に関しましても、許認可的な形で

一つ一つの企業が認可を受けて、ここに

入れるような形になるらしいということ

でございますので、そのあたりを、先に

中身を精査していく必要があるかなと。

　ただ、委員ご指摘のように、我々の吹

田操車場跡地の基本計画につきましては、

都市型居住ゾーンということで、正雀下

水処理場も位置づけしておりますけれど

も、そのあたりは、今後、ある程度流動

的な部分があるということだけご承知お

きいただきたいなというふうに思ってお

りますけど、ただ、７街区に関しまして

は、これは、ＪＲ貨物も入りますので、

そのあたりは、十分、都市型居住ゾーン

として堅持して、それが、今の協定もそ

ういう形で協定を結んでおりますので、

そのあたりは、できるだけ影響のないよ
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うな都市型居住ゾーンのあり方、存在の

仕方を追及したいというふうに思ってお

ります。

○藤浦雅彦委員長　小野副市長。

○小野副市長　現時点では、国立循環器

病研究センターが吹田市側の保留地が約

３．１ヘクタールであると、その横の約

２．６ヘクタールが吹田市民病院や医療

クラスター支援施設であるということで

あります。

　それで、私も橋本理事長と具体的に話

をいたしておりません。

　ただ、相当前になりますが、我々が市

長と伺った際に、まだ、全く決めており

ませんがという前置きをしながら、今、

言いましたように、国立循環器病研究セ

ンターの病院が来たときの関連施設を決

めておりませんが、お願いをしたいとい

う気持ちは持っていますと。ここまでな

のです、今のところ。

　それで、７月に入りましたら、橋本理

事長と現在の総合戦略局長と、摂津市長

と私と、吹田市と、一遍協議をしたいと

思っています。

　その中で、一日も早く、国立循環器病

研究センター何を望んでいるのかという

ことを、関連施設でありますから、一体、

それは何なのかということがあります。

　摂津市域の７街区につきましては、約

３ヘクタールありますが、ＵＲ、ＪＲ貨

物、摂津市で所有しています。そうする

と、まずは、ＵＲの土地から始まってく

る。私は、そこの部分で終わるのではな

いかという気持ちは持っているのですが、

いずれにしても、国立循環器病研究セン

ターが何を望むのか、これをはっきりし

ないと、これからの議論がよいも悪いも、

協力はしますが、進められないというの

が現時点の状況です。

　それで、内部協議の中で出ていますの

は、まちづくり本体は都市整備部、それ

から、国立循環器病研究センターなり、

医療関係は、保健福祉部。それと、特区

そのものは、市長公室政策推進課が所管

になります。

　それから、特区の中身に産業振興がか

かわってきますと、企業誘致の関係など、

生活環境部がでてくるということと、そ

れから、正雀下水処理場跡地については、

普通財産に変わりますから、今度、それ

は総務部になるということであります。

　７月に入りますと、吹田市、摂津市、

国立循環器病研究センターで協議してい

る中で、総合計画の時のような考え方で、

窓口は基本的には、市長公室であると、

それから、もう一つは、吹田操車場跡地

まちづくりの基本計画を持っていますか

ら、これが基本になってきますので、用

途地域の変更もでてきますから、都市整

備部と、他部署との関係の中で、これを

どう動かしていくかということが一つあ

ります。

　もう一つは、吹田市の方が過去からの

情報量は確実にもっていると思います。

　その中で協議をしていくにあたり、う

ちの窓口はどうするかということがあり

ます。

　何よりも、国立循環器病研究センター

が何を望むのかということを明確にして

くれないと、我々もこれから、はっきり

した意思を議会にお示しできないことが

明白でございますので、７月に入りまし

たら、早急に市長と私と吹田市長ととも

にそのことを求めながら、協力を行い、

具体的にものを言ってもらい、計画の意

思についても早く出してくださいという

ことを申してまいります。

　それから、正雀下水処理場跡地につい

ては、これも医療系となっていますけれ

ども、約４．５ヘクタールを吹田市と摂
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津市で所有していますから、この中身を

どうするかということもまだはっきりし

ていないということでありますから、こ

のところを求めていかなければ、摂津市

が動けないということですから、三好委

員のおっしゃることはよくわかります。

　早急に吹田市とともに国立循環器病研

究センターに求めてまいりたいと。それ

については、タイムリーに行い、駅前等

再開発特別委員会にご報告させていただ

きたいと思っておりますので、そういう

考え方をもっているということで申し上

げておきたいと思います。

○藤浦雅彦委員長　そのほかにあります

か。

　森西委員。

○森西正委員　それでは１点だけ、第８

条の国際戦略総合特区指定区域編入等と

いうことですけれども、この中で、吹田

操車場跡地街区機能調整会議、その街区

機能調整会議というのを、この特区に向

けてのその会議なのか、今、先ほど副市

長が答弁をいただきましたけれども、こ

れから特区以外の部分もこの中で具体的

に行っていくのか、その点、お聞きした

いと思います。

○藤浦雅彦委員長　品川都市計画課参事。

○品川都市計画課参事　ただいまの森西

委員のご質問にお答えいたします。

　この街区機能調整会議の中では、まず、

その特区の区域編入について、関係者協

議を進めていく流れになります。今後、

特区をどこまで入れるのか、本当に特区

に入れられるのか、どういった形で入れ

ていくのかというようなことも含めて、

この４者の中で、特に、国立循環器病研

究センターの意向を聞きながら、まず、

始まっていくということになります。こ

の特区区域の編入もこの会議の中で話を

行い、それと合わせて、利活用について

もこの会議の中で４者で協議を行ってい

き、また、特区等でありますと大阪府等

への協議等も必要になってきますので、

そういった流れになっていこうかと考え

ております。

○藤浦雅彦委員長　森西委員。

○森西正委員　先ほど、副市長が、関係

部署が多岐にわたるということでおっしゃっ

ていましたので、窓口がさまざまになっ

てしまうと、協議されている部分が前に

進まないということが多々ありますので、

その点は、やはり、どこかに一本化をし

ていただいて、それが中心となって、話

を進めていくと、それは、副市長なら副

市長の間でも結構ですし、具体的な実務

レベルの話になれば、街区機能調整会議

でも結構だというふうに思いますけれど

も、どこか、やはり最前線で、事務局同

士協議ができる、具体的な協議ができる、

前に進むような、そういうような機関を

ぜひとも考えていただきたいというふう

に思いますので、そこで、今まで吹田市

と協議されている中身が、摂津市の中に

話が届かなかったり、吹田市と摂津市の

間で、議会への説明や、担当者からの報

告等について、違いがありましたので、

そういうふうなことがないように、ぜひ

ともよろしくお願いしたいというふうに

思いますので、その辺、ご答弁いただけ

ますか。

○藤浦雅彦委員長　吉田部長。

○吉田都市整備部長　ご指摘のとおり、

やはり、窓口の一本化は重要でございま

して、情報の共有、それと今後の特区を

国のほうから指定を受けますのは、非常

に厳しいというふうにも聞いております。

難しいというかハードルが高いと、その

あたりを考えますと、やはり、この４者

が連携をとって受けていくという形にな

りますけれども、そういう視点をとって、
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先ほどご指摘がありましたように吹田市

は我々より先に出ておられます。情報も

多く持っておられるというふうに思いま

すけども、ただ、一番大事なのは、保留

地の部分は、吹田市でございますけれど

も、ここから今後、関連するいろんな施

設関係も含めまして、やはり、摂津市の

ほうが協力しなければ動けないことは基

本になってこようかというふうに思いま

す。

　そのあたりを踏まえて、現在、庁内で

は、先ほど副市長からもお話がありまし

たように、関係所管を集めて、そういう

連絡会をとって、庁内での情報の共有、

そして、外に対しては、市としての意見

を述べていくという形を今後はとってい

くのかなと。

　だから、今までは吹田市が１市だけで

プレゼンをし、要望もし、そして文書も

動かし、いろんなことがありましたけれ

ども、今後は、国立循環器病研究センター、

吹田市、摂津市、そしてＵＲ，この４者

が連携をしなかったら、国際戦略総合特

区がよいものであっても４者が連携をし

なかったらできないという状況になりま

すので、今後、どちらかといえば摂津市

がそのあたりのトリガーになってくる可

能性は大だというふうに考えていますの

で、そのあたりは、今後情報が開示され

ましたら、本委員会に対して、逐一ご報

告させていただきたいと思っております。

○藤浦雅彦委員長　森西委員。

○森西正委員　今まで、吹田市と摂津市

の間で、議会への説明や、担当者からの

報告等について、違いがありましたので、

そういうふうなことが、これからないよ

うに、情報を出されるタイミングは、や

はり、同じタイミングで出していただい

て、各４者が情報を共有できるようにそ

の点は、摂津市の意思として、その中で

よろしく伝えていただきたいと思います

ので、お願いいたします。

○藤浦雅彦委員長　副市長のほうから総

括をお願いします。

○小野副市長　今日まで、吹田操車場跡

地のまちづくりも含めまして、副市長間

で調整をしてまいりました。

　今後も大事なのはそこだと思っていま

すので、４者協議の中でも、とりわけ摂

津市と吹田市がどう連携するかというこ

とで、極めて大事なことですから、今回、

吹田市は担当が山中副市長から太田副市

長にかわっていますけれども、意思疎通

を欠かないようにしたいと思いますので、

関係会議を行った上で、最終的には副市

長会議、場合によっては市長会議という

ことの連携が大事ということになってき

ますので、そういう気持ちで臨んでまい

りたいというふうに思っています。

○藤浦雅彦委員長　ほかにありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○藤浦雅彦委員長　それでは以上で本委

員会を閉会をいたします。



（午前１１時１５分　閉会）
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委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

　駅前等再開発特別委員長

　　　　　　　　　　　藤　浦　雅　彦

　駅前等再開発特別委員

　　　　　　　　　　　弘　　　　豊
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